
宣 言 日 令和　　5年　4月　10日

住 所 入間市宮寺４１９７－１

県 内 企 業 等 の 名 称 フィルモールド・ラボラトリー株式会社

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　永井　裕二

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

地域経済活性化のため、埼玉県産業振興公社
が運営するS-SEARCH（登録済）などを活かし
て県内の年間を通じた顧客数を増加させる。

＜(現状値)2022年実績＞
県内受注顧客：１社/年

＜2030年に向けた指標＞

5社/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

２社/年

地域の清掃活動など社会貢献事業に積極的に
参加する。

＜(現状値)2022年の数値＞
活動実施回数０回/年　のべ０人参加

＜2030年に向けた指標＞

8回／年　のべ16人参加

＜取組開始３年後に向けた指標＞

５回／年　のべ10人参加

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2022年比　50%削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2022年比　20%削減

社内書類の電子化を進め、コピー紙使用量の削
減を行う。

＜(現状値)202２年の数値＞
コピー紙使用量：2,000枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は、自社のつくった製品が世の中の役に立つこと、日々の取引を通じてお客様はもちろん、すべての取引先が
繁栄すること、企業活動を通じて国や地域など広く社会に貢献することが当社の存在する意義であると掲げてお
り、いま、私たちができることはこうした社会貢献の精神を貫くことであり、グローバルな観点はもちろんのこと、国
や埼玉県、そして地元のまちづくりに企業活動を通じて貢献していく強い意思があります。このような当社の理念
に基づき社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していきます。

フィルモールド・ラボラトリー株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


